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議 会 だ よ り

やかげ
ＫＡＧＡＹＡＫＩ № 30耀

か が や き

令和５年８月10日
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従来は３戸２町
（約 20,000㎡）だった
条件が、今回２戸３反
（約 3,000㎡）に変わり

利用しやすく
なりました！

　
「
基
金
活
用
の
１
年
目
と
し
て
内
容
を
研
究
し
な
が
ら
進
め
て
行

き
た
い
」
…
担
当
課
で
あ
る
産
業
観
光
課
長
が
力
強
く
言
及
さ
れ
た

『
農
業
振
興
対
策
基
金
』
を
原
資
と
す
る
補
助
事
業
。

　
産
業
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
基
金
の
活
用
に
関
連
し
て
様
々
な
観

点
か
ら
、
農
業
振
興
に
関
す
る
質
疑
応
答
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
　
電
気
柵
の
維
持
管
理
・

　
　
更
新
へ
の
支
援
は
あ
る

の
か
？

　
ト
タ
ン
板
の
方
が
良
い
と

の
意
見
も
あ
る
が
支
援
は
あ

る
か
？

　
　
個
人
１
戸
か
ら
の
支
援

　
　
を
検
討
で
き
な
い
か
？

　
ま
た
地
形
的
に
耕
作
地
が

１
戸
し
か
な
い
場
合
、
過
疎

化
や
高
齢
化
に
よ
り
耕
作
者

が
１
戸
に
な
っ
て
し
ま
う
場

合
は
特
例
と
し
て
認
め
ら
れ

な
い
か
？

　
　
高
齢
化
等
で
、
自
分

　
　
の
農
地
を
管
理
で
き

ず
、
誰
か
に
預
け
た
い
と

い
う
方
が
多
い
。

　
土
地
に
よ
っ
て
条
件
が

悪
く
中
間
管
理
機
構
で
引

き
受
け
て
も
ら
え
な
い
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
？

　
　
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止
柵

　
　
整
備
支
援
事
業
は
、
電

気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
の
新
設
の
み
を
対
象
と
し

て
い
る
。

　
　
支
援
対
象
を
集
落
の
み

　
　
に
変
更
す
る
自
治
体
も

あ
る
。
県
制
度
の
３
戸
か
ら
、

今
度
の
町
制
度
で
は
２
戸
へ

と
大
幅
に
緩
和
し
活
用
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
。
個
々
で

取
り
組
ん
で
も
必
ず
歯
抜
け

に
な
る
。

　
個
人
補
助
で
は
な
く
、
原

則
２
戸
以
上
と
規
程
し
て
い

る
。
た
だ
し
２
戸
の
条
件
に

つ
い
て
は
土
地
所
有
者
と
耕

作
者
が
違
え
ば
別
と
す
る
制

度
に
し
て
い
る
。

　
　
土
地
の
条
件
に
よ
っ

　
　
て
預
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
が
、
耕
作

者
が
見
つ
か
る
ま
で
は
、

所
有
者
が
草
刈
り
な
ど
最

低
限
の
管
理
は
必
要
だ
。

　
今
年
ま
で
は
中
間
管
理

機
構
を
活
用
し
て
農
地
を

預
け
れ
ば
面
積
要
件
は
あ

る
も
の
の
所
有
者
と
耕
作

者
の
双
方
に
補
助
金
は
交

付
さ
れ
る
。

ぎかい君

農業振興…産業観光課との懇談

今
こ
そ
活
か
せ
！
　
農
業
振
興
対
策
基
金

さ
ま
ざ
ま
な
補
助
事
業
の
組
み
立
て
で
町
の
基
幹
産
業
を
守
る
！

◎基金を原資とした事業で設置が可能と

　なる電気柵やワイヤーメッシュ。

Ｑ

Ａ

ＱＡ

Ｑ

Ａ
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山
岡
町
長
よ
り
招
集
さ
れ
た

第
１
回
臨
時
議
会
は
、
会
期
を

４
月
28
日
１
日
と
定
め
開
催
。

　
専
決
処
分
承
認（
条
例
改
正
）

案
の
ほ
か
、
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
生
活
支
援
対
策
に
係
る
補

正
予
算
案
な
ど
計
３
議
案
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

可
決
承
認
し
閉
会
し
た
。

　
６
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の

８
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
さ

れ
た
第
２
回
定
例
会
に
は
、
執

行
部
か
ら
人
事
案
２
件
、
予
算

繰
越
報
告
３
件
、
条
例
改
正
案

１
件
、
町
道
の
廃
止
・
認
定
案

２
件
、
補
正
予
算
案
１
件
の
計

９
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
と
し

て
は
、
総
務
費
と
し
て
生
活
応

　
ま
た
民
生
費
で
は
町
民
税
非

課
税
世
帯
の
み
を
対
象
に
、
１

世
帯
当
た
り
３
万
円
の
電
力
等

価
格
高
騰
支
援
給
付
金
を
支
給

す
る
と
い
う
事
業
の
ほ
か
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
遊
具
の

整
備
に
係
る
費
用
の
追
加
な
ど

町
民
の
生
活
に
密
着
し
た
施
策

へ
の
予
算
付
け
で
あ
っ
た
。

　
各
議
案
は
本
会
議
最
終
日
に

委
員
長
報
告
を
経
て
、
採
決
の

結
果
、
全
議
案
を
全
会
一
致
で

可
決
決
定
し
閉
会
し
た
。

援
商
品
券
事
業
と
し
て
町
民
１

人
当
た
り
５
千
円
分
の
商
品
券

支
給
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

６
月
定
例
会
報
告

ぎかい君

ぎかい君

ぎかい君

にないて君

議員Ａ子さん

さんかん君
（産業観光課）

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
、
92
億
１
８
０
０
万
円

物
価
・
電
力
価
格
高
騰
支
援
…
早
期
支
給
を
！

町は、限りなく速やかに支給する
とのこと、議会は全会一致で可決
しました！

生活支援特別給付事業を議決！住民
税非課税の子育て世帯を対象に児童
１人当り５万円が支給されます！

議員Ｂ子さん

⇧現在発行中の生活応援商品券

“生活応援商品券”に

は期限があります！

11月末までです！

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

町はこの基金を原資に
農業振興を進めます！

例えば右のような事業で基幹産業で
ある “農業を守る ”としています！

そりゃー、どがぁーな
補助があるンなぁ～？

町独自の取り組みとして各
補助の単価設定を細分化し
補助額も大きくしており、
全国的に見ても矢掛町は手
厚い補助となっています！

農業振興対策基金…矢掛町独自の補助事業を実施！
＊有害鳥獣侵入防止柵整備支援事業＊

＊有害鳥獣防護柵設置事業【県事業の上乗せ】＊

受益戸数２戸以上
＆

受益面積３反以上

受益戸数３戸以上
＆

受益面積２万㎡以上

☞防護柵の設置に必要な資材を
新たに購入する場合に交付さ
れ、補助金の上限は 20万円ま
でです！（補助率50％）
※防護柵の更新・修繕は対象外
です！

☞県事業を活用し受益戸数３戸
以上で要件を満たせば矢掛町か
ら更に県補助に上乗せして補助
金が交付されます！

（補助率75％）
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岡
山
県
町
村
議
会
議
長

会
は
12
町
村
議
会
の
実
態

調
査
の
集
計
結
果
を
ま
と

め
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
議
会
ご
と
の
運

営
実
態
を
把
握
し
、
参
考

と
な
る
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
毎
年
調
査
・
集
計
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
本
町
広
報
広
聴
常
任
委

員
会
で
は
よ
り
良
い
議
会

運
営
の
参
考
と
す
る
た
め

単
に
他
の
議
会
と
の
比
較

で
は
な
く
、
取
り
入
れ
る

べ
き
運
営
・
活
動
・
取
組

等
々
の
在
り
方
を
デ
ー
タ

を
元
に
検
証
し
ま
し
た
。

　
自
治
・
行
政
へ
の
無
関

心
や
議
会
の
魅
力
低
下
等

の
理
由
で
幅
広
い
年
齢
層

か
ら
の
議
員
の
な
り
手
不

足
が
顕
在
化
す
る
今
、
課

題
解
消
へ
向
け
て
町
民
の

皆
さ
ん
へ
「
議
会
の
今
」

を
公
開
し
ま
す
。

　
左
の
表
は
各
町
村
の
実

勢
と
議
会
費
の
現
状
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　
各
町
村
の
一
般
会
計
当

初
予
算
に
対
す
る
議
会
費
の

構
成
比
は
最
大
値
２
・
２
％
、

最
小
値
０
・
８
％
、
平
均

値
は
１
・
１
％
で
、
矢
掛

町
は
丁
度
１
・
１
％
で
す
。

　
こ
れ
に
関
連
し
ま
す
が

政
務
活
動
費
の
交
付
実
施

は
４
議
会
あ
り
、
今
後
は

本
町
議
会
で
も
調
査
研
究

の
充
実
を
図
る
た
め
の
取

組
実
施
へ
向
け
、
是
非
の

議
論
が
必
要
で
す
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、

住
民
自
治
の
ベ
ー
ス
で
あ

る
「
機
能
す
る
議
会
」
を

構
成
す
る
議
員
に
は
、
あ

ら
ゆ
る
年
齢
層
か
ら
男
女

を
問
わ
ず
多
様
な
な
り
手

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
町

財
政
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
つ
つ
有
為
な
人
材
を

得
る
た
め
、
議
員
報
酬
等

の
課
題
も
町
村
議
会
全
体

の
課
題
と
い
え
ま
す
。

矢
掛
町
議
会
の
活
動
と
現
状
…
そ
の
概
要
は
？

～
数
字
で
見
る
県
内
12
町
村
を
取
り
巻
く
基
礎
自
治
体
議
会
の
今
～

機
能
す
る
議
会
へ
…
課
題
は
？

　県内 12 町村の中で“矢掛町”は、人口は最も多く、

面積の広さは５番目、各町村の一般会計予算における

議会費は、金額ベースで４番目となっています！

ぎかい君

＊県内12町村議会の実態データ（令和４年７月１日現在）＊

自治体名 人口 面積 議員定数 議　会　費

鏡 野 町 12,519 人 419.7 ㎢ 15 名 １億 249 万円

久 米 南 町 4,539 人 78.7 ㎢ 8 名 5,250 万円

勝 央 町 10,949 人 54.1 ㎢ 12 名 8,015 万円

新 庄 村 860 人 67.1 ㎢ 8 名 4,716 万円

奈 義 町 5,717 人 69.5 ㎢ 10 名 6,858 万円

西 粟 倉 村 1,369 人 57.9 ㎢ 8 名 4,378 万円

美 咲 町 13,205 人 232.1 ㎢ 14 名 9,626 万円

吉 備 中 央 町 10,602 人 268.7 ㎢ 12 名 8,872 万円

里 庄 町 11,074 人 12.2 ㎢ 10 名 7,090 万円

早 島 町 12,647 人 7.6 ㎢ 10 名 6,292 万円

矢 掛 町 13,539 人 90.6 ㎢ 12 名 8,823 万円

和 気 町 13,518 人 144.2 ㎢ 12 名 8,182 万円

＊ 政 務 活 動 費 交 付 （ 条 例 制 定 ） の 実 態 ＊

実施議会 勝 央 町 鏡 野 町 奈 義 町 吉備中央町 矢 掛 町

交付月額 20,000 円 10,000 円 10,000 円 10,000 円 なし

領収書添付 義務付け 義務付け 義務付け 義務付け

＊12町村議会の議員報酬（単位:円）＊

最高額 最少額 平均

議　長 340,000 260,000 301,167 

副議長 280,000 210,000 248,583 

議　員 255,000 190,000 227,833 
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上
の
表
は
令
和
３
年
の
各
議
会
の
年
間

の
活
動
実
態
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
本
町
の
一
般
質
問
者
数
は
の
べ
25
人
と

平
均
的
な
数
で
す
が
、
議
会
傍
聴
者
数
は

県
内
で
は
最
も
多
く

町
民
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
今
後
も
町
の
課
題

を
本
会
議
の
場
で

し
っ
か
り
質
す
こ
と

の
重
要
性
が
数
字
か

ら
見
て
取
れ
ま
す
。

　
下
の
表
は
各
議
会
の
年
齢
分
布
（
平
均

年
齢
）
と
構
成
を
表
し
た
も
の
で
、
当
然

な
が
ら
平
均
年
齢
の
低
い
議
会
ほ
ど
20
歳

代
か
ら
50
歳
代
の
占
有
率
が
顕
著
で
す
。

　
一
方
そ
の
逆
は
議
員
の
顔
ぶ
れ
に
変
動

が
少
な
い
、
或
い
は
60
歳
代
か
ら
70
歳
代

で
の
当
選
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
推
察
さ
れ

何
れ
に
し
て
も
改
選
を
含
ん
だ
６
年
ス
パ

ン
の
推
移
を
見
る
と
議
会
ご
と
の
世
代
更

新
の
有
無
が
は
っ
き
り
見
て
取
れ
ま
す
。

　
県
内
12
町
村
議
会
全
体
の
議
員
の
平
均

年
齢
65
・
２
歳
に
対
し
、
矢
掛
町
は
約
３

歳
こ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
議
員
の
年
齢
が
『
機
能
す
る
議
会
』
の

必
須
条
件
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、

多
様
性
の
観
点
か
ら
議
会
そ
の
も
の
を
検

証
す
る
こ
と
は
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
矢
掛
町
議
会
議
員
は
、
町
民
の
代
表
機

関
た
る
有
為
な
議
会
と
な
る
よ
う
今
後
も

改
革
と
研
鑽
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

議員 A さん

矢掛町議会は常任委員会開催

日数が県内最多です！

定例会の審査は

勿論のこと休会

中の調査・研究

に邁進します！

令和３年　議会年間活動実態

各町村議会 県　北　（７町村） 県　南　（５町）

活動項目

鏡

野

町

久

米

南

町

勝

央

町

新

庄

村

奈

義

町

西

粟

倉

村

美

咲

町

吉
備
中
央
町

里

庄

町

早

島

町

矢

掛

町

和

気

町

定

例

会

会 期 日 数 365 48 37 39 54 37 61 66 48 50 47 49

一般質問実施者数 25 25 32 18 28 11 39 18 25 36 25 27

議 会 傍 聴 者 数 79 24 37 5 34 0 7 8 10 68 102 16

臨 時 会 開 催 日 数 0 1 2 3 2 2 4 0 3 4 2 3

常 任 委 員 会 開 催 日 数 19 16 20 7 10 2 19 13 17 14 53 11

特 別 委 員 会 開 催 日 数 29 0 12 7 16 0 41 25 0 14 0 20

※鏡野町は定例会通年制。　※常任委員会開催日数は、定例会会期中及び閉会中の合計回数。

＊県内 12 町村議会【令和３年時：年代別人数と平均年齢】～６年間の推移＊
年代・平均

自治体議会

２０
歳代

３０
歳代

４０
歳代

５０
歳代

６０
歳代

７０
歳代

８０
歳代

最年少
( 歳 )

最年長
( 歳 )

平　均
( 歳 )

６年前の 
平均年齢

新 庄 村 0 0 0 0 3 2 2 60 83 71.1 65.7 

里 庄 町 0 0 0 2 3 4 1 59 81 68.8 63.8 

和 気 町 0 0 0 2 3 7 0 56 77 68.6 67.1 

奈 義 町 0 0 1 0 2 7 0 42 78 68.5 65.4 

矢 掛 町 0 0 0 1 7 4 0 59 77 68.0 65.3 

早 島 町 0 0 1 0 5 4 0 40 77 65.4 59.4 

勝 央 町 0 0 0 3 7 2 0 56 72 63.7 62.0 

西 粟 倉 村 0 0 1 2 2 3 0 43 75 63.5 63.2 

久 米 南 町 0 0 1 1 3 3 0 41 75 62.8 66.1 

吉備中央町 0 0 2 2 4 3 1 43 80 62.6 69.1 

鏡 野 町 0 0 4 1 6 3 0 45 77 61.6 64.2 

美 咲 町 1 0 2 1 6 4 0 29 79 61.2 62.5 
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審 議 結 果
＊矢掛町議会ホームページをご覧ください＊

ht tp : / /www. t own . yakage . okayama . j p /gyose i /g i ka i /g i ka i . h tm l

“ 定例議会の審議結果 ”をクリック
やかげ観光大使

携帯電話・スマートフォン
の方はＱＲコードを読み取
りください。

7 ページ

土 田 正 雄
⑴公立中学の部活動の地域移行に

　ついて

⑵高校生模擬議会について

9 ページ

小 塚 郁 夫
⑴地球温暖化対策に関連した自治

　体として対応可能な身近な取組

　みについて問う

⑵病院事業の運営について問う
8 ページ

岸 野 榮 治
⑴かわまちづくり計画の全体像と

　その概要、またソフト・ハード

　それぞれの事業の進捗状況を伺

　う

11 ページ

土 井 俊 彦
⑴まちづくりにおけるコロナ禍後

　の賑わい創出事業推進の方策、

　産業振興と交流人口の受入れの

　新たな仕掛け作りに関する提案

　に対する見解を問う
10 ページ

石 井 信 行
⑴災害対策について

⑵観光案内での困り事について

⑶毎戸遺跡の発掘情報の公開につ

　いて

13 ページ

浅 野 　 毅
⑴新しい美術館について

⑵行旅病人及び行旅死亡人の取り

　扱いについて

12 ページ

田 中 輝 夫
⑴行政のDX（デジタルトランスフォー

　メーション）推進について

⑵空き家の土地に係る雑草除去に

　ついて

15 ページ

福 田 京 子
⑴町民の健康増進と国民健康保険

　特別会計の現状、また慢性腎臓

　病の重症化予防について問う

14 ページ

川 上 淳 司
⑴移住定住課の新設について

⑵ゴミ袋の表示を燃やすしかない

　ゴミ、埋めるしかないゴミに変

　更出来ないかを問う

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

提案・要望…あれこれ聞きました！

～第2
回～

6 月定例会 一般質問
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土 田 正 雄 議 員

公立中学…部活動の地域移行を問う！
高校生による『模擬議会』の開催を！

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
と
は

　
　
公
立
中
学
校
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
教
員
に
よ
る
休
日
の

運
動
部
の
部
活
動
の
指
導
を
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な

ど
外
部
の
団
体
に
移
行
す
る
こ

と
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
は
令

和
７
年
度
末
ま
で
に
段
階
的
に

移
行
を
進
め
、
早
期
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
少
子
化
の
中
で
将
来

に
わ
た
り
、
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ

に
継
続
し
て
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
機
会
を
ど
の
よ
う
に
し
て

確
保
し
て
い
く
の
か
？

　
次
に
、
地
域
の
持
続
可
能
で

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
ど
の

よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
？

　
　
教
育
長

　
　
中
学
校
の
生
徒
数
は
、
深

刻
な
少
子
化
が
進
ん
で
い
る

中
、
休
日
も
含
め
た
運
動
活
動

の
指
導
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、

教
員
に
と
っ
て
大
き
な
業
務
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

に
よ
る
町

の
未
来
や

町
づ
く
り

に
つ
い
て

考
え
る
機

会
を
設
け

た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
合
併
70
周
年
記
念
事
業
と

　
　
し
て「
高
校
生
模
擬
議
会
」

を
開
催
し
て
は
ど
う
か
？

　
　
町
長

　
　
若
い
人
に
選
挙
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は

町
政
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
に
繋
が
る
。
町
内
の
教

育
関
係
者
や
矢
掛
高
校
の
校
長

を
は
じ
め
学
内
関
係
者
の
方
々

の
意
見
を
参
考
に
し
て
検
討
し

た
い
。

　
昨
年
度
、
中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
に
係
る
検
討
会
議

を
、
岡
山
大
学
の
准
教
授
等
の

ご
参
加
の
も
と
制
度
の
概
要
や

矢
掛
中
学
校
の
現
状
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
は
中

　
　
学
校
で
の
少
子
化
対
策
や

教
員
へ
の
負
担
軽
減
等
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
一
方
で
従

来
の
方
法
と
は
大
き
く
異
な

り
、
新
た
な
課
題
が
出
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
部
活
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
教
員
・
保
護
者
・
生
徒

な
ど
の
意
見
を
聞
き
、
検
討
し

て
み
て
は
ど
う
か
？

　
ま
た
、
指
導
者
の
確
保
、
更

に
資
格
・
責
任
な
ど
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
？

　
　
教
育
長

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
意
見

を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
教
員
・
保
護
者
・

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
お
聞

き
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
若
年
層
の
投
票
率
が
低
く

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
選
挙
の
投
票

率
も
低
迷
し
て
い
る
。
次
世
代

を
担
う
高
校
生
に
町
政
や
議
会

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
、
高
校
生
に
よ
る
模
擬
議
会

開
催
へ
の
見
解
を
問
う
。

　
　
教
育
課
長

　
　
矢
掛
高
校
が
「
明
る
い
選

挙
推
進
優
良
活
動
賞
」
を
受
賞

す
る
な
ど
、
若
者
向
け
に
選
挙

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
取
組

を
自
主
的
に
推
進
し
て
い
る
。

合
併
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て

矢
掛
中
学
と
矢
掛
高
校
の
生
徒

問

問

問

問

答

答 答

答
ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
少
子
化
も
進
み
、
中
学

校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は

生
徒
の
意
見
を
聞
く
こ
と

で
、
今
一
度
原
点
に
戻
り

「
部
活
動
の
意
義
」
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
も
必
要

な
時
期
に
来
て
い
る
の
で

は
？

感謝状授与！矢掛高校選挙動画チーム

中学校部活動状況



8

(8)

岸 野 榮 治 議 員

かわまちづくり…アプリ開発の進捗状況は？
豊かな水辺域の活用…計画の全体像を問う！

　
　
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
で

　
　
は
各
種
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

運
用
に
お
い
て
、
独
自
に
開
発

し
た
ア
プ
リ
を
活
用
し
、予
約
・

受
注
な
ど
諸
業
務
を
行
う
と
し

て
い
る
。
ま
ず
こ
の
ア
プ
リ
開

発
の
進
捗
状
況
及
び
こ
れ
を
活

用
し
た
業
務
内
容
を
問
う
。

　
　
建
設
課
長

　
　
道
の
駅
山
陽
道
や
か
げ
宿

で
は
、
電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
を

備
え
た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で

こ
れ
を
活
用
し
た
周
遊
促
進
の

た
め
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

　
そ
の
時
に
こ
の
ア
プ
リ
を
活

用
し
、
事
前
予
約
や
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
を
試
験

的
に
運
用
し
た
。

　
開
発
し
た
ア
プ
リ
を
活
用
す

る
業
務
内
容
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
シ
ス
テ
ム
・
観
光
マ
ッ
プ
・

現
地
型
ふ
る
さ
と
納
税
・
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
・

地
域
通
貨
な
ど
を
予
定
。

　
矢
掛
町
全
体
の
賑
わ
い
創
出

基
盤
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
進
め
る
。

　
　
水
上
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事

　
　
業
や
ビ
オ
ト
ー
プ
事
業
等

の
運
営
は
、
小
田
川
に
お
い
て

矢
懸
井
堰
や
鬼
ヶ
岳
ダ
ム
の
管

理
者
と
の
協
議
も
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
運
営
上
あ
ら
ゆ
る
事

態
に
つ
い
て
の
対
処
対
策
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
か
？

　
　
町
長

　
　
増
水
時
の
安
全
対
策
、
危

険
個
所
へ
の
対
応
、
周
辺
地
域

の
交
通
安
全
の
確
保
な
ど
こ
の

計
画
を
推
進
す
る
上
で
最
も
気

に
掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
。
地
域

住
民
を
は
じ
め
町
民
の
ご
理
解

を
得
な
が
ら
、
大
き
な
ス
ケ
ー

ル
で
可
能
性
を
秘
め
た
こ
の
事

業
を
矢
掛
町
全
体
の
活
性
化
と

発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、
大
切
な
資
源
で
あ
る

『
水
』
が
必
要
な
量
・
質
共
に

懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
や
問

題
は
起
き
な
い
か
？

更
に
、
事
業
が
始
ま
る
と
弦
橋

北
詰
国
道
交
差
点
は
今
以
上
交

通
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
が
対
策

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？

　
　
建
設
課
長

　
　
水
上
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事

業
や
ビ
オ
ト
ー
プ
事
業
は
当
然

な
が
ら
増
水
時
の
安
全
対
策
や

危
険
個
所
の
対
応
な
ど
管
理
者

と
協
議
を
行
い
様
々
な
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
小
田
川
に
お
い
て
本

事
業
で
の
取
水
行
為
は
な
く
、

水
質
・
量
共
に
問
題
は
な
い
。

　
弦
橋
の
交
通
渋
滞
に
関
し
て

は
、
同
橋
は
小
田
川
に
架
か
る

橋
と
し
て
は
最
も
古
く
、
大
型

車
の
右
左
折
が
し
難
い
と
い
う

課
題
に
も
原
因
が
あ
る
。

　
国
や
県
へ
橋
り
ょ
う
架
け
替

え
を
要
望
し
て
い
る
。

　
　
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
は

　
　
国
土
交
通
省
が
認
可
し
た

一
大
事
業
で
あ
る
。
矢
掛
町
民

の
期
待
も
大
き
く
町
の
発
展
に

必
要
な
事
業
で
あ
る
。
全
体
像

を
俯
瞰
す
る
立
場
で
の
事
業
に

対
す
る
町
長
の
考
え
を
聞
く
。

小田川水辺域事業地域
（嵐山のふもと、矢懸井堰を遠望する）

水上アクティビティ事業予定地

問

問

問

答

答

答
ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で

『
か
わ
ま
ち
づ
く
り
』
が

始
ま
り
ま
す
。
矢
掛
町
の

活
性
化
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

京
都
の
嵐
山
の
よ
う
に
な

ら
な
い
か
な
ぁ
？
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小 塚 郁 夫 議 員

環境負荷低減への取り組み…まず公共から！
救急患者受入の現状は？…安心の医療体制を！

　
　
本
町
は
地
球
温
暖
化
対
策

　
　
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、

『
町
民
や
各
事
業
者
に
対
し
て

模
範
と
な
り
環
境
負
荷
低
減
に

貢
献
す
る
』
と
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
に
謳
っ
て
い
る
。

　
２
０
３
５
年
に
は
各
自
動
車

メ
ー
カ
ー
は
ガ
ソ
リ
ン
車
の
新

車
販
売
を
終
了
す
る
た
め
、
電

気
自
動
車
や
燃
料
電
池
自
動
車

の
生
産
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。

　
し
た
が
っ
て
公
用
車
は
計
画

的
に
順
次
更
新
が
必
要
と
考
え

る
が
、
そ
の
公
用
車
の
台
数
と

現
在
保
有
し
て
い
る
電
気
自
動

車
の
台
数
を
問
う
。

　
将
来
必
然
的
に
対
応
が
求
め

ら
れ
る
事
案
の
一
つ
「
公
用
車

の
Ｅ
Ｖ
へ
の
転
換
」
に
つ
い
て

現
段
階
で
の
見
解
を
問
う
。

　
　
企
画
財
政
課
長

　
　
現
在
の
公
用
車
保
有
台
数

は
80
台
で
、
そ
の
内
電
気
自
動

車
は
９
台
保
有
し
て
お
り
、
内

訳
は
、
町
内
７
地
区
各
公
民
館

に
１
台
ず
つ
と
役
場
に
２
台
。

対
応
の
副
直
医
師
・
検
査
技
師
・

レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
・
薬
剤
師
が

各
１
名
、
当
直
の
看
護
師
・
事

務
職
員
の
各
１
名
で
あ
る
。

　
　
病
院
管
理
者

　
　
救
急
応
需
や
時
間
外
の
診

療
応
需
に
対
し
て
は
24
時
間
３

６
５
日
対
応
し
て
お
り
、
応
需

率
は
80
％
以
上
と
井
笠
圏
内
の

公
的
病
院
の
中
で
最
も
高
率
。

　
た
だ
し
当
直
医
師
が
専
門
性

の
高
い
診
断
と
判
断
し
た
場
合

は
高
度
医
療
機
関
へ
直
接
搬
送

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
、

町
民
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
た

い
。

　
来
年
４
月
よ
り
医
師
の
時
間

外
労
働
の
制
限
が
義
務
化
さ
れ

る
が
、
救
急
医
療
体
制
の
疲
弊

を
回
避
し
、
診
療
応
需
の
継
続

維
持
に
努
め
て
い
く
。

　
当
然
な
が
ら
ガ
ソ
リ
ン
車
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
一
気
に
電

気
自
動
車
へ
更
新
と
い
う
訳
に

は
い
か
な
い
が
『
環
境
へ
の
配

慮
』
と
い
う
観
点
か
ら
も
徐
々

に
電
気
自
動
車
の
割
合
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
矢
掛
病
院
は
町
内
唯
一
の

　
　
24
時
間
体
制
の
初
期
医
療

及
び
緊
急
病
院
と
し
て
、
我
々

町
民
に
と
っ
て
重
要
な
医
療
の

拠
り
所
だ
が
、
救
急
医
療
体
制

の
現
状
に
関
し
て
、
町
民
の
方

か
ら
様
々
な
お
声
が
あ
る
。

　
そ
の
一
つ
は
救
急
時
の
受
け

入
れ
対
応
へ
の
疑
問
で
あ
る
。

　
公
営
病
院
と
し
て
、
町
民
の

期
待
と
要
望
に
応
え
る
た
め
、

夜
間
・
深
夜
の
救
急
患
者
に
対

す
る
受
入
体
制
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
？
特
に
夜
間

の
当
直
医
師
は
、
ど
う
い
っ
た

対
応
方
針
で
臨
ん
で
お
ら
れ
る

の
か
？

　
　
病
院
事
務
長

　
　
矢
掛
病
院
の
夜
間
・
深
夜

の
医
療
提
供
体
制
は
、
当
直
医

師
１
名
、
必
要
時
の
呼
び
出
し

企画財政課が所管する電気自動車

井原地区救急車

問

問 答

答

答
ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
現
場
の
疲
弊
が
町
民
に

と
っ
て
、
我
が
町
の
医
療

に
対
す
る
『
不
安
』
と
な

ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊救急患者＊
【応需率】

令和 2 年
85.3％

令和 3 年
89.2％

令和 4 年
80.6％
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石 井 信 行 議 員

西日本豪雨災害の教訓…災害情報へ活かせ
毎戸遺跡を情報発信…歴史を学ぶ場へ！

　
　
西
日
本
豪
雨
災
害
の
教
訓

　
　
と
し
て
災
害
情
報
の
共
有

の
有
無
に
つ
い
て
問
う
。

　
町
民
の
不
安
の
増
大
、
避
難

時
の
混
乱
は
、
情
報
共
有
が
無

か
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
が

担
当
課
の
見
解
を
再
度
問
う
。

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
伝
え
る
べ
き
明
確
な
情
報

が
無
く
、
情
報
発
信
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
　
情
報
共
有
の
重
要
性
は
認

　
　
め
ら
れ
た
。
次
の
３
点
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

①
各
避
難
所
で
は
テ
レ
ビ
・
ネ

ッ
ト
等
で
町
民
に
災
害
情
報
が

迅
速
に
届
く
状
況
に
あ
る
か
？

②
湛
水
防
除
施
設
と
対
策
本
部

と
の
連
絡
は
双
方
か
ら
取
り
合

う
こ
と
が
で
き
る
か
？

③
小
田
川
の
水
防
重
点
箇
所
へ

の
巡
回
点
検
は
住
民
の
声
を
聞

き
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
る
か
？

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
①
テ
レ
ビ
の
配
線
は
完
了

し
て
お
り
、
各
避
難
所
・
保
育

園
は
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
が
使
え
る
。

②
湛
水
防
除
施
設
に
関
わ
る

方
々
の
緊
急
連
絡
先
は
確
認
済

で
有
事
の
際
に
は
連
絡
を
取
り

合
う
。

③
県
・
町
の
職
員
が
定
期
的
に

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
流
域
治
水
と
い
う
考
え
方

　
　
に
則
り
地
域
全
体
で
情
報

共
有
を
行
う
た
め
、
矢
掛
町
は

町
教
委
と
し
て
は
調
査
報
告
を

ま
と
め
た
上
で
町
指
定
・
県
指

定
を
申
請
し
た
い
。
そ
の
中
で

年
表
や
写
真
を
入
れ
た
看
板
を

作
成
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
宇
山
の
古
墳
な
ど
こ

の
地
域
に
は
面
的
に
歴
史
的
な

遺
物
が
残
っ
て
い
る
。
専
門
職

員
を
増
や
し
て
で
も
歴
史
を
追

及
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

協
議
会
に
参
加
し
て
い
る
か
？

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
連
絡
協
議
会
に
は
総
務
防

災
課
と
建
設
課
が
参
加
し
て
お

り
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
観
光
客
か
ら
、「
道
の
駅

　
　
や
交
流
館
で
案
内
さ
れ
た

施
設
に
行
っ
て
も
誰
も
い
な
か

っ
た
」と
い
う
声
を
聞
い
た
が
、

担
当
課
は
把
握
し
て
い
る
か
？

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
把
握
し
て
い
な
い
。
各
指

定
管
理
者
は
商
店
街
各
店
舗
の

定
休
日
は
把
握
し
て
お
り
、
ご

指
摘
は
情
報
提
供
し
て
い
く
。

　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
毎
戸
遺
跡
の
発
掘
調
査
の

　
　
内
容
を
掲
載
し
た
看
板
を

設
置
し
、
広
く
発
信
し
て
教
育

の
場
と
し
て
生
か
す
べ
き
と
考

え
る
が
担
当
課
の
考
え
は
？

　
　
教
育
課
長

　
　
現
地
説
明
会
や
出
前
講

座
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
な
ど
行

い
情
報
発
信
し
て
き
た
。
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
掲
載
し
た
い
。

鬼ヶ岳ダム放流

毎戸遺跡調査状況

問問

問問

問

答

答 答

答

答

ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
担
当
課
に
「
観
光
客
か

ら
の
苦
情
さ
え
届
い
て
い

な
い
と
は
」
と
、
情
け
な

く
思
い
ま
し
た
。

提
言
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土 井 俊 彦 議 員

賑わい創出…町の特性を活かして新たな取り組みを！
大正ロマンで町を魅力化…人力車の運営を提案！

　
　
コ
ロ
ナ
禍
後
の
産
業
振
興

　
　
及
び
新
た
な
仕
掛
け
づ
く

り
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
観
光

交
流
人
口
の
回
復
に
関
す
る
政

策
及
び
方
針
を
問
う
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
感
染
症
の
法
的
な
位
置
付

け
の
移
行
に
よ
り
観
光
業
を
中

心
に
今
後
の
経
済
活
性
化
が
期

待
さ
れ
、
そ
の
状
況
下
の
政
策

方
針
は
矢
掛
町
観
光
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
に
あ
る
観
光
戦
略
及
び
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

観
光
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
切
れ
目
の
無
い
仕
掛
け
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

　
矢
掛
の
街
中
で
は
古
民
家
を

改
修
し
大
正
ロ
マ
ン
に
ち
な
ん

だ
営
業
展
開
が
始
ま
る
な
ど

「
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
」
も
生
ま

れ
て
い
る
。

　
　
町
長

　
　
商
店
街
を
中
心
に
行
わ
れ

た
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
イ
ベ
ン
ト

が
大
き
な
成
果
を
収
め
た
。

　
ご
提
案
の
人
力
車
の
運
営
も

観
光
矢
掛
を
盛
り
上
げ
て
い
く

上
で
は
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し

て
街
の
雰
囲
気
に
溶
け
込
ん
だ

情
緒
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
矢
掛
な
ら
で
は
の
街
並
み
の

特
徴
を
活
か
し
、
よ
り
魅
力
的

な
観
光
地
と
な
る
よ
う
関
係
団

体
と
連
携
し
研
究
を
行
う
。

　
　
今
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
な

　
　
か
っ
た
「
大
正
」
と
い
う

時
代
へ
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

幅
広
い
趣
（
お
も
む
き
）

を
創
出
す

る
こ
と
で
街
の
歴
史
の
一
コ
マ

を
演
出
す
る
こ
と
は
重
要
だ
。

　
そ
こ
で
、
課
長
の
答
弁
に
も

あ
っ
た
「
大
正
ロ
マ
ン
」
を
演

出
す
る
実
務
的
な
取
組
と
し
て

『
人
力
車
の
営
業
』
を
提
案
す

る
。
大
正
ロ
マ
ン
に
ち
な
ん
だ

店
舗
営
業
は
既
に
始
ま
っ
て
お

り
、
貸
衣
装
や
記
念
撮
影
と
の

相
乗
効
果
も
考
え
れ
ば
街
の
新

た
な
魅
力
の
一
つ
に
な
り
得
る

と
考
え
る
が
、
担
当
課
の
見
解

を
問
う
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
主
要
な
観
光
地
で
は
人
力

車
の
営
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

周
遊
観
光
で
の
交
通
手
段
だ
け

で
な
く
非
日
常
を
楽
し
め
る
体

験
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
ご
提
案
の
人
力
車
の
営
業
は

街
の
更
な
る
魅
力
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
新
た
な
観
光
体
験

メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
含
め
た
集
客
が
促
進
さ
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず

採
算
面
・
人
材
確
保
な
ど
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
必
要
で
あ
り
、
施
策
・

方
策
を
検
討
・
研
究
し
産
業
振

興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
人
力
車
の
営
業
は
街
中
全

　
　
体
の
活
力
を
上
げ
る
取
組

の
一
つ
と
な
り
得
る
も
の
と
考

え
る
が
、
検
討
の
域
に
留
め
る

こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
た

い
の
で
、
こ
の
際
町
長
の
見
解

の
一
端
を
伺
い
た
い
。

宿場町に大正のいぶきを吹き込む取組を…

街並みの賑わい

問

問

問

答

答

答

ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
人
力
車
の
営
業
を
提
案

し
た
が
、
検
討
す
る
と
の

事
、
民
間
の
投
資
と
の
相

乗
効
果
も
考
え
ら
れ
、
こ

の
提
案
を
推
進
し
た
い
。

　
初
め
て
聞
く
話
で
あ
り
、
現

時
点
の
見
解
と
し
て
は
検
討
と

い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
着
か
ざ
る

を
得
な
い
。
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田 中 輝 夫 議 員

行政の DX（デジタルトランスフォーメーション）推進は！？
空き家の雑草問題…必要な制度の創設を！

　
　
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

　
　
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

の
推
進
で
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
図

る
に
は
行
政
書
類
の
押
印
不
要

（
廃
止
）
が
伴
う
が
、
そ
の
進

捗
状
況
を
問
う
。

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
現
時
点
で
本
町
の
申
請
書

類
で
印
鑑
が
不
要
と
な
っ
て
い

る
の
は
約
１
割
程
度
。

　
現
在
、
押
印
廃
止
が
可
能
と

な
る
申
請
書
等
の
洗
い
出
し
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
は
そ
の
内

容
を
精
査
し
な
が
ら
真
に
押
印

が
必
要
な
も
の
を
残
し
、
押
印

不
要
に
む
け
て
規
則
等
の
改
正

を
進
め
て
い
く
。

　
　
Ｄ
Ｘ
は
基
幹
シ
ス
テ
ム
の

　
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
重

要
だ
が
強
化
策
の
概
要
は
？

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
庁
舎
内
で
利
用
し
て
い
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
一
般
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
切
り
離
し

た
環
境
で
利
用
し
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
は
直

接
フ
ァ
イ
ル
等
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て

お
り
、
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
や

ウ
ィ
ル
ス
駆
除
ソ
フ
ト
な
ど
、

何
重
に
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

に
よ
り
強
化
し
て
い
る
。

　
　
業
務
の
効
率
化
や
行
政
サ

　
　
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
空
き
地
の
雑
草
が
繁
茂
し

　
　
て
隣
家
や
周
囲
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
状
態
の
時
、
適
正
な
管

理
を
指
導
す
る
制
度
創
設
へ
の

見
解
を
問
う
。

　
　
建
設
課
長

　
　
管
理
不
全
な
空
き
家
に
つ

い
て
は
、
空
き
家
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
及
び
空

き
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す

る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
所
有

者
に
対
し
指
導
・
勧
告
・
命
令

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
所
有
者
が
管
理
で
き
て
い

　
　
な
い
空
き
家
の
雑
草
除
去

な
ど
、
管
理
委
託
の
方
法
な
ど

そ
の
対
処
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
本
町
で
も
幾
つ
か

の
事
務
で
、
既
に
Ｑ
Ｒ

決
済
を
導
入
し
て
い
る

が
、
今
後
は
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
を
進
め
、
ス

マ
ホ
や
Ｑ
Ｒ
決
済
が
利

用
可
能
な
方
に
は
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

順
次
利
便
性
の
向
上
を

進
め
て
い
く
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
建
設
課
長

　
　
有
料
と
な
る
が
、
民
間
事

業
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
空
き
家
サ

ー
ビ
ス
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
は
空
き
家
管
理
事
業

が
あ
り
利
用
も
可
能
で
あ
る
。 空き家の敷地内に雑草が繁茂している状況

問

問

問問

問

答

答

答

答

答
ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
推
進
は
「
町
民
の
利

便
性
向
上
」
と
『
分
か
り

や
す
い
取
組
』
と
を
望
み

ま
す
。

⇨
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
実
例

簡
便
・
円
滑
…
利
便
性
向
上
へ
！

〔Ｑ
Ｒ
決
済
・
産
業
観
光
課
〕
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浅 野　 毅 議 員

やかげ郷土美術館…芸術文化の発信基地へ
福祉のまち…安全安心な町やかげを発信！

　
　
法
の
改
正
に
よ
り
や
か
げ

　
　
郷
土
美
術
館
の
運
営
で
は

充
実
し
た
内
容
で
町
の
知
名
度

を
高
め
る
た
め
、
観
光
の
拠
点

と
捉
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
全
国
的
に
見
る
と
ユ
ニ
ー
ク

で
独
自
性
あ
る
運
営
を
行
っ
て

い
る
美
術
館
は
人
気
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
多
く
の
町
内
外
か
ら

の
来
訪
者
に
親
し
ま
れ
て
い
る

同
美
術
館
の
今
後
の
運
営
に
関

し
て
次
の
と
お
り
提
案
す
る
。

①
憩
い
の
場
を
兼
ね
た
カ
フ
ェ

　
の
設
置

②
中
庭
を
野
外
展
示
場
に
活
用

③
他
の
美
術
館
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

　
シ
ョ
ン
、
以
上
３
点
に
つ
い

　
て
担
当
課
の
見
解
を
問
う
。

　
　
教
育
課
長

　
　
①
現
在
の
同
美
術
館
に
は

休
憩
所
が
あ
り
、
重
伝
建
地
区

一
帯
に
は
飲
食
店
が
あ
る
。

美
術
館
は
文
化
芸
術
に
触
れ
る

こ
と
を
第
一
に
考
え
て
お
り
、

カ
フ
ェ
の
併
設
は
難
し
い
。
県

内
外
の
美
術
館
に
は
喫
茶
店
を

併
設
し
て
い
る
所
も
あ
る
が
美

術
館
は
地
域
の
多
様
な
主
体
と

の
連
携
協
力
に
よ
る
文
化
観
光

及
び
地
域
の
活
力
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
ご
提

案
は
参
考
と
し
た
い
。

②
中
庭
活
用
に
つ
い
て
は
過
去

対
策
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
回
答

を
求
め
た
い
。

　
　
福
祉
介
護
課
長

　
　
昭
和
62
年
の
規
則
制
定
以

後
、
矢
掛
町
で
は
行
旅
死
亡
人

の
事
例
は
な
い
。

　
対
策
に
つ
い
て
は
、
来
町
時

の
身
元
不
明
者
の
死
亡
と
い
う

想
定
が
難
し
く
、
こ
れ
を
防
ぐ

こ
と
は
困
難
だ
が
、
事
例
が
発

生
し
た
場
合
は
、
矢
掛
町
行
旅

死
亡
人
取
扱
規
則
に
よ
り
当
人

の
相
貌
・
遺
留
金
品
等
を
告
示

し
身
元
判
明
に
努
め
る
。
こ
れ

に
要
し
た
費
用
は
遺
留
金
品
等

を
以
て
充
て
る
が
、
不
測
の
場

合
は
県
に
請
求
す
る
な
ど
し
て

適
正
に
手
続
き
を
行
う
。

の
お
茶
席（
野
点
）

を
し
た
と
記
憶
し

て
い
る
。

③
他
の
美
術
館
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
正
に
改
正

法
の
趣
旨
に
で
あ

り
、
他
施
設
と
の

美
術
品
の
貸
し
借

り
を
行
い
様
々
な

美
術
品
に
触
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
は

大
変
有
意
義
な
こ

と
と
考
え
る
の
で

当
美
術
館
運
営
委

員
会
の
意
見
も
参

考
に
し
な
が
ら
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
行
旅
（
こ
う
り
ょ
）
病
人
・

　
　
死
亡
人
と
は
、
罹
患
し
た

旅
行
者
、
ま
た
死
亡
し
た
方
の

こ
と
だ
が
、
旅
行
中
に
診
療
を

受
け
る
財
産
も
助
け
る
人
も
無

く
、
死
亡
し
て
も
引
き
取
る
人

も
い
な
い
者
を
指
す
。

　
今
後
、
矢
掛
町
は
旅
行
者
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

る
の
で
、
町
と
し
て
何
ら
か
の

博物館法改正…新たな観光集客の拠点として独自の運営を！

問

問

答

答
ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
美
術
館
は
絵
画
を
鑑
賞
す

る
だ
け
で
な
く
、
芸
術
文
化

観
光
等
、
矢
掛
の
魅
力
発
信

の
場
と
の
観
点
か
ら
質
問
し

ま
し
た
。
行
旅
病
人
の
質
問

は
レ
ア
ケ
ー
ス
な
の
で
町
民

の
皆
さ
ん
に
理
解
さ
れ
た
か

気
掛
か
り
で
す
。
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川 上 淳 司 議 員

移住定住課新設…移住人口促進を！
ゴミ袋の表示「燃やすしかないゴミ」・「埋めるしかないゴミ」に

　
　
矢
掛
町
の
現
状
は
人
口
の

　
　
自
然
減
少
が
問
題
と
考
え

る
と
、
住
民
を
増
や
す
た
め
に

「
移
住
定
住
課
」
を
新
設
で
き

な
い
か
を
問
う
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
産
業
観
光
課
で
は
移
住
定

住
施
策
と
し
て
空
き
家
バ
ン
ク

を
開
設
し
て
お
り
、
空
き
家
所

有
者
と
利
用
希
望
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
実
績
も

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
成
約
後
、
町
内
会
長
へ
の
挨

拶
に
も
成
約
者
に
同
行
す
る
な

ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
移
住
者

に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
も
行

っ
て
い
る
。

　
当
施
策
に
は
地
域
振
興
係
２

名
で
対
応
し
て
お
り
、
空
き
家

に
関
す
る
各
種
助
成
制
度
の
活

用
や
移
住
支
援
、
ま
た
起
業
創

業
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
移
住
定
住
化
の
新
設
は
急

　
　
務
だ
と
考
え
る
が
、
町
長

は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
を
問
う
。

　
　
町
長

　
　
ま
ず
人
と
し
て
分
け
隔
て

の
な
い
オ
ー
プ
ン
な
気
持
ち
、

寛
大
な
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
か
と
思
う
。

　
移
住
者
の
方
々
が
地
域
社
会

に
飛
び
込
ん
で
い
け
る
こ
と
、

そ
し
て
矢
掛
に
移
住
し
て
良
か

が
家
庭
ゴ
ミ
の
分
別
・
減
量
化

や
資
源
化
へ
の
意
識
と
努
力
に

よ
る
賜
物
と
感
謝
し
て
い
る
。

　
　
　
　
ゴ
ミ
減
量
化
が
年
ご

と
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
町
民

の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
と
感

じ
た
。
町
民
と
行
政
の
努
力
に

他
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
も
、
ゴ
ミ

の
減
量
化
を
図
る
上
で
ご
検
討

を
お
願
い
し
た
い
。

も
移
住
定
住
に
注
力
し
て
い
く

上
で
、
移
住
定
住
課
の
新
設
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
機
構
改
革

の
参
考
と
し
た
い
。

　
　
　
　
町
内
に
は
孤
立
し
た

移
住
者
が
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

せ
め
て
定
住
の
た
め
『
定
住
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
』
を
配
置
し

て
、
地
域
に
溶
け
込
め
る
よ
う

に
お
願
い
し
た
い
。

　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
現
在
、
ゴ
ミ
袋
の
表
示
は

　
　
可
燃
・
不
燃
と
い
う
表
示

に
な
っ
て
い
る
が
、「
燃
や
す

し
か
な
い
ゴ
ミ
」、「
埋
め
る
し

か
な
い
ゴ
ミ
」
と
い
う
表
示
に

変
更
を
行
え
ば
、
ゴ
ミ
の
量
が

減
少
す
る
と
思
う
が
見
解
を
問

う
。

　
　
町
民
課
長

　
　
平
成
29
年
度
か
ら
の
ゴ
ミ

袋
有
料
化
で
可
燃
ゴ
ミ
・
不
燃

ゴ
ミ
、
共
に
減
少
し
て
い
る
。

　
県
内
で
の
本
町
の
生
活
ゴ
ミ

排
出
量
は
、
令
和
２
年
度
で
は

県
内
27
市
町
村
の
う
ち
10
位
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
５
位
、
井
笠

管
内
の
三
市
二
町
で
は
ど
ち
ら

も
１
位
。
町
民
の
一
人
ひ
と
り

矢掛町移住定住お試し住宅

現在使用されている矢掛町指定ゴミ袋。

ゴミの減量化のため表記変更の検討を！

問

問

問

答

答

答

ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
質
問
内
容
は
ま
だ
ま
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
足
掛
か
り
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次

の
質
問
を
期
待
し
て
く
だ

さ
い
。

提
言

提
言

っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
が
大
事
で
あ
り
、
町
と
し
て
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福 田 京 子 議 員

早期発見・早期治療
＆

国保を支える

　
　
生
活
習
慣
病
な
ど
の
一
次

　
　
予
防
推
進
の
現
状
と
特
定

健
診
の
年
代
別
受
診
率
、
さ
ら

に
慢
性
腎
臓
病
の
重
症
化
予
防

へ
の
対
処
の
現
状
を
問
う
。

　
　
健
康
子
育
て
課
長

　
　
被
保
険
者
の
減
少
に
伴
い

財
政
運
営
が
厳
し
く
な
り
つ
つ

あ
る
。
国
民
健
康
保
険
の
中
で

も
慢
性
腎
臓
病
の
対
策
は
最
重

要
課
題
で
一
次
予
防
を
推
進
す

る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　
特
定
健
診
の
受
診
率
は
令
和

５
年
３
月
の
速
報
値
で
42
・
7

％
。
年
代
別
で
は
男
女
と
も
に

40
歳
か
ら
54
歳
の
受
診
率
は
比

較
的
低
い
受
診
率
と
な
っ
て
い

る
。

　
令
和
２
年
の
生
活
習
慣
病
の

有
病
率
は
下
図
の
と
お
り
だ

が
、
要
介
護
状
態
の
方
の
有
病

状
況
で
は
、
脂
質
異
常
症
が

30
・
8
％
、
高
血
圧
症
が
55
・

7
％
と
要
介
護
状
態
の
方
は
生

活
習
慣
病
と
の
関
連
が
深
い
疾

患
の
割
合
が
高
い
と
い
う
状
況

が
み
ら
れ
る
。

　
慢
性
腎
臓
病
の
重
症
化
予
防

に
は
、
対
策
検
討
会
を
開
催
。

ハ
イ
リ
ス
ク
と
の
判
定
の
方
に

は
、
受
診
を
勧
奨
、
生
活
や
食

事
の
改
善
の
た
め
の
訪
問
指

導
、保
健
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
健
康
子
育
て
課
長

　
　
推
移
に
つ
い
て
は
右
図
参

照
。
矢
掛
町
の
国
保
の
受
診
率

は
県
下
で
は
常
に
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
だ
が
、
全
町
民
で
は
男
性
が

77
・
8
％
、
女
性
が
75
・
6
％

で
他
の
健
康
保
険
と
比
較
す
る

と
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

　
生
活
習
慣
病
の
有
病
率
の
推

　
　
特
定
健
診
の
受
診
率
の
推

　
　
移
と
有
病
率
の
推
移
は
ど

の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

ま
た
最
重
要
課
題
と
す
る
慢
性

腎
臓
病
に
係
わ
る
糖
尿
病
の
有

病
率
の
状
況
を
問
う
。

特定健診の様子

（アンケート結果）

注） 糖尿病は服薬中の方の数字。特定健診はＨ20年開始

問

問

答

答

ひ

り

と

言

質
問
台
を
降
り
て
…

　
今
年
も
み
ん
な
で
健
診

を
受
け
な
く
ち
ゃ
！

提
言

移
は
共
に
減
少
と
な
っ
て
い
る

が
、
ま
だ
目
標
と
の
開
き
が
９

～
10
％
程
度
あ
る
。

　
町
の
糖
尿
病
の
有
病
率
の
推

移
は
平
成
30
年
度
か
ら
の
デ
ー

タ
だ
が
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
。

　
糖
尿
病
は
慢
性
腎
臓
病
の
危

険
因
子
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の

有
病
率
の
抑
制
が
課
題
。

　
危
険
因
子
を
発
見
す
る
た
め

の
窓
口
、
入
口
が
特
定
健
診
な

の
で
、
年
１
回
の
特
定
健
診
を

必
ず
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
生
活
習
慣
病
の
有
病

率
は
漸
減
し
て
い
る
。
糖
尿
病

の
場
合
は
、
高
齢
に
な
っ
て
か

ら
治
療
を
受
け
る
傾
向
を
数
字

か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
町
民
が
一
次
予
防
に
取
り
組

む
べ
く
、
具
体
策
の
実
施
を
お

願
い
す
る
と
共
に
、
町
民
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
な
国
民
健
康

保
険
を
健
全
な
状
態
で
維
持
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

健診受診は…
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令和 5年 6月 7日：第 2回定例会 《一般質問を傍聴された皆さん》

議会傍聴見聞録 〜議事堂から〜
執行機関と議決機関が一堂に会する定例会〈本会議・委員会〉へ傍聴に来場された
町民の方々からのコメントを紹介し行政・議会への関心・見える化を推進します。

○
定
例
会
本
会
議
や
常
任
委
員
会
は
ど
な
た
で
も

　
傍
聴
が
可
能
で
す（
お
子
様
連
れ
も
可
能
）。

○
定
例
会
開
催
期
間
中
は
庁
舎
３
階
に
あ
る
議
会

　
　
　

　
事
務
局
が
受
付
窓
口
で
す
。

本

会

議

一
般
質
問

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
産
業
福
祉
常
任
委
員
会

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
文
教
・
産
業
福
祉
両
常
任
委
員
会
の
傍
聴

に
関
し
て
は
委
員
長
の
許
可
が
必
要

プ
ラ
カ
ー
ド
・
カ
メ
ラ
・
そ
の
他
録
音
機
等
、

器
物
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

拍
手
・
発
言
談
論
は
不
可
。
た
だ
し
緊
急
的
な

途
中
退
室
及
び
入
室
は
可
能
で
す

※※ 注

＊お問い合わせ＊

矢掛町議会事務局

☎ 8 2 - 1 1 1 9

皆
さ
ん
の
お
声
を
ぜ
ひ
お
届
け
い
た
だ
き
た
く

議
会
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
の
受
付
窓
口

と
し
て
、
議
会
直
結
の
『
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
を

開
設
し
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

矢
掛
町
議
会
は

を
目
指
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
開
か
れ
た
議
会

☆
フ
ァ
ッ
ク
ス
専
用
⇨(

８
２
）
９
０
２
０

　
三
宅
部
落
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
は
６

月
７
日
に
開
か
れ
た
町
議
会
定
例
会
に

８
名
で
傍
聴
に
行
き
ま
し
た
。

　
一
段
高
い
傍
聴
席
か
ら
、
議
員
の
質

問
と
そ
れ
に
応
じ
る
町
長
・
各
課
の
課

長
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
答
え
を
聞
き
ま
し

た
。

　
共
に
真
剣
で
礼
儀
正
し
く
と
て
も
心

地
よ
い
緊
張
感
の
中
で
の
議
会
で
し
た
。

　
住
み
や
す
い
矢
掛
町
に
す
る
た
め
議

員
の
方
々
、
町
職
員
の
方
々
共
に
今
後

も
精
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま

し
た
。

　
山
田
地
区
　
Ｉ
・
Ｋ
　
さ
ん

山
田
地
区

　
乗
本
充
雄
　
さ
ん

　
田
中
議
員
の
質
問
で
の
答
弁
で
、
所

有
者
へ
文
章
で
指
導
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
年
間
何
件
行
い
効
果
が

あ
っ
た
の
か
を
聞
き
た
か
っ
た
（
空
き

家
・
空
き
地
の
件
）。

　
今
年
は
猪
に
よ
る
被
害
が
多
い
が
前

向
き
な
対
策
に
関
し
て
の
質
問
が
無
い

こ
と
は
不
思
議
で
す
。

浅
口
市

　
桑
野
和
夫
　
さ
ん

　
色
々
な
自
治
体
の
議
会
を
傍
聴
に
回

っ
て
い
ま
す
。

　
矢
掛
町
議
会
は
厳
粛
な
中
、
一
問
一

答
方
式
で
お
互
い
に
し
っ
か
り
と
し
た

議
論
を
さ
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す
く
、

音
響
整
備
も
良
く
聞
き
取
り
や
す
か
っ

た
で
す
。

　
議
長
が
質
問
の
あ
と
見
解
を
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
例
は
他
の

自
治
体
で
は
、
私
の
知
る
限
り
あ
ま
り

な
く
新
鮮
で
し
た
。

　
た
だ
そ
の
見
解
に
異
議
が
あ
っ
た
場

合
、
ど
う
い
う
展
開
に
な
る
の
か
興
味

深
い
も
の
で
す
。

　
第
２
回
６
月
定
例
会
の
傍
聴
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
上
、
様
々
な
ご
意
見
・
ご
指

摘
を
頂
戴
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
時
と
し
て
一
般
質
問
で
は
質
問
と
答
弁

が
噛
み
合
わ
な
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　
質
問
議
員
に
事
実
を
確
認
し
、
執
行
部

に
趣
旨
を
明
確
に
伝
え
認
識
を
共
有
し
て

課
題
の
対
処
・
改
善
を
促
進
で
き
れ
ば
と

の
思
い
か
ら
今
回
の
よ
う
な
整
理
を
時
々

行
っ
て
い
ま
す
。

　
議
員
の
質
問
内
容
は
『
町
民
の
声
』
と

捉
え
て
「
実
り
あ
る
一
般
質
問
」
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

―
　
議 
長
　
―

議
会
傍
聴

し
て
み
ま
せ
ん
か
？



17

(17)

　
同
研
修
は
『
ま
ち
づ
く
り
』
の
一
環

と
し
て
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
に
よ
る

人
口
減
少
抑
制
と
、
事
業
継
承
の
促
進

に
よ
る
産
業
振
興
を
以
て
「
地
方
創
生

…
我
が
町
の
活
性
化
を
図
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
組
織
は
、
都
市
部
か
ら
地
方
へ

の
移
住
（
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
）
を
希
望

す
る
人
の
増
加
に
伴
い
、
様
々
な
組
織

（
消
費
者
団
体
・
労
働
組
合
・
農
林
業

団
体
・
経
営
団
体
等
々
）
の
参
加
に
よ

り
設
立
さ
れ
、
人
と
地
方
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、
機
能
的
か
つ

幅
広
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
移
住
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て

希
望
者
の
意
向
に
沿
っ
た
情
報
提
供
を

行
い
な
が
ら
、
地
方
暮
ら
し
の
各
種
サ

ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

地
方
自
治
体
の
共
通
課
題
の
一
つ
で
あ

る
「
人
口
減
少
問
題
」
解
消
の
糸
口
と

な
り
得
る
と
の
観
点
か
ら
、
こ
の
た
び

の
研
修
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
矢
掛
町
の
移
住
受
入
態
勢
の
現
況
に

つ
い
て
は
、
希
望
者
に
ま
ず
町
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
新
し
く
戸
建
て
の

「
お
試
し
住
宅
」
を
整
備
す
る
な
ど
、

産
業
観
光
課
を
窓
口
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
会
員
制
を
採
る
同
組
織

に
矢
掛
町
は
登
録
し
て
お
ら
ず
、
議
会

は
会
員
申
請
を
促
す
要
望
書
を
全
会
一

致
で
ま
と
め
、
６
月
８
日
に
山
岡
町
長

へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
会
員
に
な
る
こ
と
で
同
セ
ン
タ
ー
内

に
本
町
の
各
種
資
料
展
示
が
出
来
る
ほ

か
、
共
催
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
へ
の
矢
掛
町
の
様
々
な
情
報
の

掲
載
、「
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
」
へ

の
優
先
出
展
な
ど
、
移
住
促
進
と
同
時

に
、
全
国
へ
我
が
町
を
発
信
（
Ｐ
Ｒ
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
別
の
要
素

と
し
て
「
移
住
定
住
」
を
促
進
す
る
こ

と
で
賑
わ
い
創
出
を
推
進
し
『
ま
ち
づ

く
り
』
が
進
む
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
で
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
」
と
い
う
地
方
創
生
の
３
つ
の

柱
の
う
ち
基
本
と
な
る
『
人
』
に
関
す

る
研
修
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
議

会
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。（
お
わ
り
）

ふるさと回帰支援センターへの会員申請の要望書を山岡町長へ！

センター内、 岡山県の展示ブースを視察する各議員

　
令
和
５
年
５
月
10
日
、
本
町
議
会
は
「
地
方
創
生
」
に
関
連
し
た
移
住
希
望
者

へ
の
情
報
発
信
と
自
治
体
向
け
の
移
住
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
を
行
う
『
特
定
非
営
利
活

動
法
人
１
０
０
万
人
の
ふ
る
さ
と
回
帰
・
循
環
運
動
推
進
・
支
援
セ
ン
タ
ー
』
に

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
（
参
加
議
員
11
名
）。

（右から山岡町長、山縣副町長、花川議長、田中副議長）

熱心に資料に目を通す議員たち

（展示内容は、各県・各自治体ごとに工夫が見られる）

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
…
ま
ち
づ
く
り
研
修

移
住
施
策
の
推
進
で
ふ
る
さ
と
創
生
！
　
―
　
議
会
全
員
協
議
会
　
―
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会
は
、
議
会
と
し
て
初
と
な
る
選

挙
管
理
委
員
会
と
の
懇
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
20
歳
か
ら
18
歳
へ
の
選
挙
年
齢
の
引
下
げ
や
、

昨
今
の
様
々
な
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
低
下
な
ど
、
時

代
と
共
に
選
挙
を
取
り
巻
く
変
化
に
対
す
る
委
員
会
と
し

て
の
見
解
を
お
聞
き
し
、
選
挙
啓
発
活
動
の
一
環
と
す
る

べ
く
開
催
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　
選
挙
時
に
は
適
正
な
執
行
を
推
進
す
る
立
場
に
あ
る
委

員
の
皆
さ
ん
の
『
思
い
』
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
…
懇

談
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
【
実
施
日
・
令
和
５
年
６
月
30
日
】

小
塚
委
員
長
　
お
忙
し
い

中
ご
参
集
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
さ
ん

と
の
懇
談
・
協
議
は
初
で

あ
り
有
意
義
な
会
と
な
る

よ
う
協
力
を
願
う
。

土
井
委
員
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
そ
れ
で
は
早
速
懇
談
を

始
め
る
。

　
ま
ず
始

め
に
委
員

と
し
て
の

心
構
え
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

武
委
員
長
　
全
国
的
に
そ

う
だ
が
、
投
票
率
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
。

　
先
日
、
矢
掛
高
校
の
選

挙
動
画
チ
ー
ム
へ
感
謝
状

の
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

　
高
校
生
の
一
部
か
も
し

れ
な
い
が
、
選
挙
に
興
味

を
持
ち
、
義
務
と
し
て
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る

気
持
ち
が
う
か
が
え
た
。

　
選
挙
推
進
協
議
会
で

「
明
る
い
選
挙
」
を
推
進

し
て
い
る
が
投
票
率
は
伸

び
悩
ん
で
い
る
。

中
本
職
務
代
理
者
　
私
は

常
に
「
公
正
な
立
場
」
に

留
意
し
、
家
族
も
含
め
何

か
と
気
を
遣
っ
て
い
る
。

　
有
権
者
数
も
令
和
２
年

か
ら
令
和
５
年
ま
で
に
６

０
０
人
も
減
っ
て
い
る
。

　
20
代
～
30
代
の
投
票
率

は
よ
く
な
い
が
投
票
行
動

へ
の
環
境
は
変
わ
っ
た
。

　
今
後
は
教
育
の
一
環
と

し
て
小
学
６
年
生
く
ら
い

か
ら
選
挙
の
あ
ら
ま
し
に

教
授
す
れ
ば
投
票
率
も
上

が
る
の
で
は
な
い
か
。

中
嶋
委
員
　
10
代
の
人
の

投
票
率
を
上
げ
て
い
く
方

策
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。

　
ま
ず
は
家
庭
。
家
族
の

中
で
の
意
識
改
革
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
？

妹
尾
委
員
　
４
年
間
補
充

員
の
立
場
で
い
ろ
い
ろ
と

関
わ
ら
せ
て
頂
い
た
。

　
基
本
は
選
挙
に
関
す
る

事
務
の
管
理
が
一
番
だ
。

　
選
挙
は
公
平
適
正
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
大
事
な
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を

通
じ
て
有
権
者
に
対
し
て

啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
、

こ
れ
が
大
き
な
使
命
だ
。

　
小
・
中
・
高
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
活
動
と
し
て
啓
発

が
大
事
で
、
委
員
会
と
し

て
は
何
ら
か
の
形
で
提
言

で
き
れ
ば
と
思
う
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊　 懇 談 参 加 者　＊

委

員

長

武
　
　
久
雄
氏

職
務
代
理
者

中
本
　
敬
冶
氏

委

員

中
嶋
　
慎
祐
氏

委

員

妹
尾
　
和
正
氏

◇
矢
掛
町
議
会
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
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町びとの声を聞く

武
委
員
長
　
大
学
へ
進
学

さ
れ
る
方
は
住
所
は
矢
掛

に
置
い
た
ま
ま
出
て
行
か

れ
る
場
合
が
多
い
が
、
選

挙
の
た
め
だ
け
に
帰
っ
て

く
る
こ
と
は
少
な
い
。

　
選
挙
権
を

得
た
訳
だ
か

ら
行
使
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
投
票

率
を
上
げ
る
良
い
手
は
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。

中
本
職
務
代
理
者
　
町
内

会
長
さ
ん
や
公
民
館
の
方

も
交
え
た
会
合
等
の
場
で

選
挙
に
関
す
る
話
し
合
い

も
大
事
だ
と
考
え
る
。

　
山
田
地
区
で
は
緊
張
を

ほ
ぐ
す
目
的

で
投
票
所
で

音
楽
を
流
し

て
い
る
。
つ
ま
り
投
票
に

来
て
も
ら
う
、
投
票
行
動

を
促
す
こ
と
が
大
事
。

中
嶋
委
員
　
若
年
層
の
政

治
へ
の
無
関
心
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
若
年
層
の

関
心
を
ど
れ

だ
け
引
き
寄

せ
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と

に
尽
き
る
の
で
は
…
。

妹
尾
委
員
　
学
校
教
育
の

場
で
早
い
う
ち
か
ら
色
々

経
験
を
さ
せ
て
、
選
挙
や

政
治
に
対
す
る
知
識
を
身

に
付
け
て
い
く
こ
と
が
と

て
も
大
事
。

選
挙
管
理
委

員
会
と
し
て

或
い
は
行
政
と
し
て
、
又

学
校
と
し
て
色
々
な
側
面

か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
る

事
柄
を
少
し
ず
つ
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

土
井
議
員
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
議
会
側
か
ら
は
何
か
質

問
が
な
い
か
？

昼
田
議
員
　
選
挙
管
理
委

員
に
な
ら
れ
て
か
ら
普
段

と
お
立
場
が

変
わ
っ
た
と

推
察
す
る
が

ど
う
い
う
ご
苦
労
が
あ
り

ど
う
い
う
こ
と
に
注
意
を

し
て
お
ら
れ
る
か
？

武
委
員
長
　
苦
労
と
い
う

よ
り
投
票
に
来
て
い
た
だ

く
前
の
段
階
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
車
椅
子
の
人
が
期
日
前

投
票
に
来
ら
れ
た
時
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
た
ら

「
投
票
日
に
行
く
と
皆
の

邪
魔
に
な
る
か
ら
、
早
く

来
た
」
と
言
わ
れ
た
…
。

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
委
員
も
兼
ね
る
立
場
と

し
て
、
や
は
り
環
境
づ
く

り
も
我
々
の
仕
事
と
感
じ

た
。

中
本
職
務
代
理
者
　
一
番

気
を
遣
う
の
は
投
票
日
の

最
後
の
時
間
だ
。
つ
ま
り

ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
の
か

と
い
う
こ
と
だ
。

　
投
票
締
め
切
り
時
間
に

１
～
２
分
遅
れ
て
知
り
合

い
の
方
が
来
ら
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。

　
そ
の
時
「
申
し
訳
な
い

け
ど
あ
な
た
の
票
を
入
れ

た
ら
、
全
部
が
無
効
票
に

な
る
…
。
一
人
の
た
め
に

そ
れ
は
で
き
な
い
。」
と

お
帰
り
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
る
。

　
投
票
に
来
ら
れ
た
人
を

帰
す
と
い
う
こ
と
は
大
変

辛
か
っ
た
が
、
自
分
で
は

ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い

こ
と
で
あ
り
、
今
で
も
気

に
な
っ
て
い
る
。

福
田
副
委
員
長
　
自
分
は

選
挙
管
理
委

員
な
の
だ
と

意
識
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
と
す
れ

ば
ど
の
よ
う
な
時
か
？

妹
尾
委
員
　
特
に
意
識
は

し
て
い
な
い
が
、
ず
っ
と

子
供
と
関
わ
っ
て
き
た
の

で
、
選
挙
に
関
連
す
る
情

報
を
新
聞
等
で
見
た
り
、

学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で

見
た
時
、
何

か
選
挙
啓
発
活
動
に
活
か

せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

【前
編
お
わ
り
～
次
号
へ
続
く

】

投
票
率
…
上
げ
る
手
段
は
何
？
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議
会
だ
よ
り 

─ 

や
か
げ 

─

令
和
５
年
８
月
10
日
　
第
30
号

□
編

集
／

矢
掛

町
議

会
広

報
広

聴
常

任
委

員
会

（
議

会
事

務
局

）
（

役
場

専
用

）〒
714-1297 岡

山
県

小
田

郡
矢

掛
町

矢
掛

3018　
☎

0866（
82）1119　

FA
X

 0866（
82）9020

□
発

行
／

矢
掛

町
議

会
　

　
□

発
行

責
任

者
／

矢
掛

町
議

会
議

長
　

花
川

大
志

議 会 日 誌
【4月】	 4日	 広報広聴常任委員会
	 18日	 佐賀県神埼市議会会派視察来町
	 19日	 総務文教常任委員会
	 20日	 議会運営委員会
	 25日	 議会全員協議会
	 28日	 矢掛町議会第１回臨時会

【5月】	 8日	 産業福祉常任委員会
	 10日	 議会全員協議会視察研修（～11日）
	 22日	 議会運営委員会
	 23日	 全国町村議会議長会 議長・副議長研修会
	 30日	 広報広聴常任委員会

【7月】	 5日	 総務文教常任委員会
	 6日	 広報広聴常任委員会
	 7日	 広報広聴常任委員会
	 18日	 広報広聴常任委員会
	 25日	 産業福祉常任委員会

【6月】	 2日	 議会全員協議会
		  広報広聴常任委員会
	 5日	 広報広聴常任委員会
	 6日	 矢掛町議会第2回定例会【議案提案説明・採決】
	 7日	 　　　同　　上　　　 【一般質問（9人）】
	 8日	 　　　同　　上　　　 【付託】
		  津山市議会議員視察来町
	 9日	 総務文教常任委員会　 【付託審査】
		  予算決算常任委員会　 【付託審査】
	 13日	 矢掛町議会第2回定例会【委員長報告・採決】
		  議会全員協議会
	 19日	 広報広聴常任委員会
	 30日	 広報広聴常任委員会「町びとの声を聞く」

　
今
回
の
町
び
と
の
声
を

聞
く
は
、
普
段
あ
ま
り
表

に
出
る
こ
と
が
少
な
い
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
の
皆

さ
ま
に
、
委
員
と
し
て
の

職
掌
や
心
構
え
、
思
う
こ

と
選
挙
に
関
し
て
伝
え
た

い
こ
と
な
ど
、
委
員
会
の

４
名
の
方
々
に
１
人
ず
つ

意
見
を
述
べ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
投
票
率
の
問
題
、
18
歳

か
ら
の
選
挙
権
、
町
民
の

選
挙
に
対
す
る
意
識
や
貴

重
な
ご
意
見
伺
い
ま
し
た
。

　
ま
た
町
び
と
の
声
で
取

り
上
げ
て
欲
し
い
事
が
有

り
ま
し
た
ら
、
広
報
広
聴

委
員
会
迄
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
今
後
も
町
民
の
皆

さ
ま
に
見
て
い
た
だ
け
る

議
会
だ
よ
り
を
発
行
い
た

し
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｄ
）

　「
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
」
…
Ｄ
Ｍ
Ｏ

事
務
局
長
の
佐
藤
さ
ん
は
、
穏

や
か
な
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
方
々
や
商
業
者
さ
ん

と
の
協
働
の
中
で
、
少
し
ず
つ

「
心
の
つ
な
が
り
と
協
力
体
制
」

が
進
み
５
年
目
に
し
て
ク
リ
ー

ム
ソ
ー
ダ
の
大
ヒ
ッ
ト
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
観
光
地
経
営
に
携
わ
る
Ｄ
Ｍ

Ｏ
で
す
が
今
で
も
「
何
の
団

体
？
」
と
問
わ
れ
る
こ
と
も
…

佐
藤
局
長
は
『
町
内
外
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
観
光
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
た
め
の
組
織
で
す
！
』

と
、
こ
の
時
ば
か
り
は
胸
を
張

り
引
き
締
ま
っ
た
表
情
で
意
気

込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

　個人や団体を問わず、趣味や文化講座・生涯学習・ボラン
ティアなど様々なジャンルで明るく元気に活動されている
“町びと”を取材し、豊かな我が町「やかげ」を紹介します。

「
戦
争
や
め
て
」
の
文
字
の
下

に
、
女
の
子
が
両
手
を
体
の
前

に
突
き
出
し
て
、
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
イ
ラ
ス
ト

を
プ
ラ
ス
タ
ー
に
し
た
。

は
何
と
し
て
も
戦
争
を
止
め

た
い
と
動
い
て
お
り
『
話
し

合
い
を
し
て
欲
し
い
』
と
い

う
控
え
め
な
提
案
で
あ
る
。

よ
く
ぞ
動
い
て
く
れ
た
と
拍

プ
ー
チ
ン
と
会
談
し
10
項
目

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
和
平
提

案
を
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ

た
。

　

世
界
の
穀
倉
地
帯
ウ
ク
ラ

　

こ
れ
を
街

頭
で
掲
げ
て

い
る
と
、
行

き
交
う
車
の

中
か
ら
手
を

手
を
送
り
た

い
。

　

戦
争
は
、

あ
ら
ゆ
る
も

の
を
壊
し
て

振
っ
て
下
さ
る
方
が
多
い
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
の
侵
略
戦
争
が
始

ま
り
、
も
う
１
年
と
４
ヶ
月
が

経
と
う
と
し
て
い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
７
ヶ
国
の
代
表
が

奪
う
だ
け
…
。
後
ろ
で
兵
器

を
売
る
死
の
商
人
が
ほ
く
そ

笑
む
だ
け
だ
。

　

一
刻
も
早
く
こ
の
戦
争
が

終
わ
る
こ
と
を
望
む
。

イ
ナ
の
小
麦
が
戦
争
に
よ
っ

て
流
通
が
滞
り
、
食
料
危
機

を
招
い
て
い
る
。

　

直
接
の
被
害
を
被
っ
て
い

る
ア
フ
リ
カ
７
ヶ
国
の
代
表

こころ音
ね

『
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
る
』

石
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＊ や か げ Ｄ Ｍ Ｏ ＊
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